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樺太森林植物の分布院就きて

r」
-1:::. 勉

ON THE DISTRIBUTION OF FOREST TREES 

IN KARAFUTO (SAGHALIN). 

BY 

TsUTOME MIYAKE, Nogakttslu". 

.. -. 

樺太の植物に就きては、既 lと ~3. ミット氏の必にせられしもの

あ bて、陸上植物の種類及び其分布 iこ就 3℃の記載詳細を極め、叉

樹種.Iζ 就き℃はマヨeシモ9タチ氏の PrimitiaeFlorae Amurensis中に略記
せらる、ぁ bと雄も、未7さ本多rs1こ於℃は其種類舟布等 lζ 就き記載

せるものあるを知らず、唯、し由民夷草木圃説1中 lと樺太植物の記る 3

れたるものはあるは、嘗て白井理串士の東京植物皐雑誌上に記せら

れたるが如 LO 日露戦宰の結果、樺太南宇島の我領土に蹄するや、

樺太民政暑は間島柘殖開費上、其植物を調査すべき必要を認め、理

皐博士宮部金吾氏に其調査を蝿托し、予亦其補助を命ぜらるo 乃

ち明治三十九年七月宮部博士は農串士宮城銭安氏を伴 Iまれ、間島

東西沿岸に就き、海藻及 (X陸上植物の調査に従事せられ、或 11東

北テ JVペユヤ竿島氏、或は南方ジ V ト宮、二三＝主の爾宇島 tと、或

は北して西海岸ピ vォ、アモペジ等の園境附近代採集を試みられ、

二箇月の間沿岸各地に於ける植物の種類、及び其分布 tζ 就き親し

く調査せらる、所あ ！＞ n !> o 宮部博士の調査に従事せらるるに先
つ乙と一箇丹、即ち i司年六月予は岡地に至 b同年十月に至る五箇月
[Trans, Sap. Nat. Hist. Soc., Vol. II., 1907.J 
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b十イプチ、ススヤの平原、

及と入’東海岸の中部一帯、

94 

間南方コノV サコフO メ V ヤ附近よ

ウカ、 ク 7-Y ナイの西海岸、

ポ官十イ川附近、及び園境中央部に採集を試みしが．

査の地あるを以て、 同四十年五樺太Biよ b再び調査を命ぜられ、

同島の山岳及~西海岸一帯に就 5 採月よ h十月に至る六ヶ月間、

三十九年度調指ほ調査を完結する能はぎ 9主o集を績行せしも、

既 R樺太民政署よち樺太植物調査概報と題し査にかかるものは、

四十年度に於けるものは既日同麗に提公にせらろるとと λあ b。

森林植物の分布に就き略記せんと今鼓 iこ其調査のー官官、出せ h。

マヨeま〆奇と未7さ踏破せまる地多けれは不明の貼少からずOするも．

歩ッチ氏及とえ、シュミット氏等の書~参考し之を補日しと雄も、猶ほ不

調査完結の後を待恐らくは誤謬あるを兎かれず。備，の思占は勿論、

ち℃訂正せむ乙 ξ を期すO

樺太所産森林樹種は総計八十一種（未1i採集ぜぎるもりJえと月、事

猶ほ四五種の増加を来すべし〉に名不明のものを除去せしを以て、

而して内吾小木の潤葉樹七十三種よ bな b0 針葉樹八種．して、

総裁は三十こな bとす。

特に注意すべき重要なるものにして各樺太所産針葉樹種中、

地 lこ主主る林相主構成せるものは其敢に於て多からずO 即ち、クイ

三三、三竺三竺、土竺三竺の三種とす。 而し℃エゾマツ、トドマヅ

の混措林Ii山岳中腹以下 ft多し其他到る庭之を見ぎる乙と主 La

西海岸の大部、

d’ ヒ随所に群生して純林を形成す。

主として模地に生育し、

及 (Y.！.....土ヱ宇島を除くの外、

ー主竺！＂＿ .~届 l主主 tこ海岸の砂礎地、

三壬三＿＇！＿ f立前者と異なれ

岩石上並に内地森林内に於τ知

イチヰは南部高ヨ三尺を超ゆるものなし。旬肢をなし℃繁茂し、

北方民法むに位以主主方に於℃は稿大形なるものを認むると雄も、

其大な

るものに至 bても高苫丈飴直径尺徐に遣するものは極め℃稀な b0 

但し、遂に瀧木の斌態を呈するに至る。其高苫 r漸減し、
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其分布匝域を見るに西海岸に於ては遠く国境附近に到ると雄も、東

海岸にては守タンコタン以北 re.生育せるものあるを見ず。 而し τ

中央以南の地に於ては他樹の聞に介在するを常とすO さたに J、ヒマヅ

は普通山岳の高所に生ずるものなれどもすヌエ、、ンフラカ、ドプキ』

附4庄にては海岸に盛 lこ繁茂し、 大泊附3li:vt於ては海岸よ b内地代
入 0乙と一里内外の地に生ず。 其他北方ヅンドラ地方に℃は慮。

R叢生 L、 西海岸に於℃も内地 lζ 入ると正約二車にして此樹を認

むる乙とを得。夏，r.山！尿 lこ至 hては始 ft..c.'常に存在するもの在 b0 

女H 斯三~ー竺一？の分布は庚しと雄も． 経済的に観察するときは． 同

島森林樹種中慣佐あるもの左 Lて認むる之と能！まぎるもの宅t~o 

更に同島i闇葉樹種を検するに、喬木二十位、小木八種、 謹木四

十一種、 蔓木四種あ bて各慮tこ散生し． 未n.$電林或は南三種よ 9 
なれる i毘靖林の存在せるを見ず。 只往。ジラカンバの針葉樹林間

に群生するもの、 並 lζ カ フフ トカ V .≫の他樹を混ぜぎるものあ b

と雄も、 其面積甚だ大ならずし℃未tl容易に純林と絹する乙と能

はまるもの在 lJ 0 而してドロは北方各地の河川に沿ふて帯をなし

τ生育するを常とするも深〈内地に入らず。 向ほ西海岸の南部潤

葉樹 lこ富める地方 iこ於℃ Ii. 澗葉樹の海岸 lζ 近 5傾斜f也氏群生せ

るものあるも、 常に多少の針葉樹をi昆生し、 純然たる滴葉樹林と

謂する乙止を得ず． 只僅に山地 it於 τ針葉樹林婚に其跡を絶たん

とするの庭． エデグケカシ バの大樹群生し、 此庭 tζ 澗葉樹帯を形

成するに過ぎさるな b。

今、各樹植の分布を略記せんに、 F＇ロ Ii好んて河川の流域に生

育し、 北部地方民共事実多〈南部に於℃少攻し、 是れ或は往時士人

の伐採せるか、 叉 l土山火の~めに焼失せるかに原因するもの左る

べきか。 柳属も亦各地河川沿岸卑協の地 i乙多く生育し、 ナガバヤ

ナギの一種の外 l立、 織で小木 lこしτ特 iζ 算するに足らざるものな

b 。而してヤマテラジ（j前種 E異な b' 多〈乾燥地を好み同島各
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所 iこ散生す。 ヱゾダケカンバはミ／ラカ Y ノ，・と共 iこ平野に混生 L，或

は山地針葉樹の書きたる E患に大樹多〈、 低山厩の山嶺は凡て之を

以て被 iまるる乙と常に目賭する露なれ 而して ρ ヒマツの生育帯

に入れば漸究楼小となれ迭に杢〈見る能はぎるに至る。 J、ン’ノキ

類は一般に河建及び模地を好みて生育し、 北海道に於℃ヤチ λy

ノキの繁茂すベ主地勢の箇所 lζ 於τも、 樺太に於ては其影をも認

むる之と能はずして、 北海道に於て山地に生ずるを常とするケヤ

マノ、ンノキ反 b℃之に代 bて生育すO ミヤマ』ンノキも亦海渚よ

b内地随所re.生じ、 高山に至 bて P ピマヅ帯 lζ 入 b漸次媛小とな

る。 ヨklこ Z三リヨ、~.三竺f戸 ll. 専ら肥 i天 iとし℃稿濃潤なる平野、並

に河岸にて寒風に暴露せられぎる地を好み、 if.'jさ童文丈直径三尺に

至るもの敢て少在しとせず、。 特に土ナーグ空 fj，西海岸の河谷肥沃な

る地に多〈、 マクカ以南』ζ於℃は沿岸の草原地 R、 他のi閤葉樹と

混生するを常とすO セユ／ノキ、 竺マザクラは此等の地方tこ於℃

ね－岸 lと群生しあ bτ、 海馬島及び？？ヵ以南の地 lζ 生ずるキ J、グ

及 (Ji.！！＿三等iユ加ムるときは南方潤葉樹種の大部を占むるものなれ

而して此等の樹種lまクスンナイ以北、 及びアニワ湾内‘ 東海岸等

の何れの地代於℃も生育せるものあるを見ず。

以上記せる慮を以τ樺太の平地に於ける森林植物帯を察する

大別しτ三匿とするを待べ5か。 即ちーは？ヲヵ附‘近を中心

とせる南方澗葉樹帯にしてセンノキ、 キ J、ダ、 ヤ守ザクラ等は其

の代表者たるべく、 二は全島の大部を占むるエデマ ':7、 トドマヅ

の生ずる針葉樹帯 Iこし τ、海岸よ b起 bτ 山識の中腹 R至るもの、

三 i立竺士三一竺の占むる所にして議潤針葉樹帯とも捕すベ主部分 lこ

して、 蘇苔多く生育し北方閤境附m:kこ至る。
更に山地に就，τ之を見るに其樹木の生育の肢態及び其種類 iこ

よ bて垂直的に大約五帯となすを得べきか。 即ち第一、 下層潤莱

樹帯、 第二、 針葉樹帯、 第三、 上層潤葉樹帯、 第四、 ρ ヒマツ帯、
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第五、高山草原帯の Ii.帯となすO

第一帯は山麓渓谷多 5地 iこして、 澗葉樹其多載を占め針葉

樹其間に介在す． J、ンノキ、 オガラ〆ナ、ヤナギ、イタヤ、ドロ、

zー主主主等是が代表者た bO 第二帯i主主主竺－竺、竺-2_・ ァf のi見詰
林を以て形成せられきエグダケカンバを以℃代表せらる。第三帯

上層調葉樹帯に移る．此帯 lζ 於けるエグダケカンバは直径尺訟は

至 L 高3敷丈 lと及ぶもの甚だ多く、樹下には媛小在るクロクスゴ、

マJV.. A~ V 毛ヅケ、ミヤマナナカマド、ミヤ？川ンノキ、オガラバナ

等の叢生せるを認lro 此帯に次て第四帯三二王三-2.帯現はる、 J、

ヒマツは下方に於ては高 3丈飴 lζ 達するものあ Lと躍も、上昇す

るに従日て其高 3セ漸減し、遂に地上re.伺旬するに至る。是 it於

-c此帯は書 3ガシカウラシ、三三三マゼキジヤウ‘ キバナノジヤク

ナグ、 チジマラヅキヤ夕、 チジマユンジン、 チジ？ヨザキヤヲ等繁

茂 L、所謂第五高山草原帯をなすO

以上記するが如 3諸帯の牙類 l立、シユミヲト氏著樺太植物誌、及

び昨年度南部梓太森林調査書中オチ竺主竺山に於ける調査等vt.徴す

るも略ほ同ーの朕態 tとして、大過な邑 r信ずO ~れど自ら踏破し

て調査せる山岳極め℃少なく、只僅 lζ ススヤ、ノタサシりー峯、 ;;t

プリポ、 クジ，ロの諸山 11:.過ぎず。且つ地勢、山豚の方向並 il.風位

等の異なるに従つ τ多少の麗｛とを来すを以て、今主主 R概論せるも

のと雄も、或は杢〈吻合せぎるもの !,r.さを保せず．斯の如 3は更

に将来の調査を待ちて詳述する所あらんと欲すO

猶ほ各樹種に就き記する所あらんとせしも、調査未た完〈了ら

昌るを以℃之を略し、唯其主もなるもの L名稀を記し、其分布を略

記し之氏換へたれ余等の未た採集せまるものにしτ、まI諸 ヲヲト

氏樺太植物誌に掲ぐるものは之を加へ、特を附し℃分℃ b0 

移民臨み．本稿起草に闘し宮部博士の懇篤なる助言、及び伊藤

誠哉氏の間々なる助力を輿へられたる厚意を深謝すO
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樺末森林植物目録

A List of Forest Trees in Karafuto. 

Fam. Taxace鵠． 一位科。

1. 1a.rns cuspidata Sicb~ et Zucc. オシヨ、イチヰ、（lZaramani.

西海岸．アニワ陣内、ス、ャ山脈及び東海岸南部代生ず。

Fam. Pinaceae. 桧杉科。

2. Lαγix d.αhuγicaτurcz. グイマ夕、（Kui.)

東北地方アニワ湾内東部方面混地に多しO

3. Pie仰の・anensisFisch. エソ，＂i－，，.ツ、（Shungu.)

トド？ヅと混生し山田及び諜f也を除くの外随所に多く海馬

島の一部にも生ぜ h0 

発4. Picea G!clmi ]¥fast. アカエゾマヅ、

グシ m レ氏はチピサニ、 JV －トカ re於て初め℃採集せられ

し事シユミγト氏の著樺太楠物誌に見ゆ。

5. Abies sackali1tensis Mast. トV マヅ、（Yayoppu.)

エグ？ヅと i昆生して到る蕗に生ぜ b0 

6. Pinus pumila Pall. ノ、ヒマツ、（Numni.)

山頂、 Lツンドフ1及こK寒風 lこ曝露せる慮等 lζ 虞〈生ず。

7. '.f umアerusdahurica Pall. J、ヒピヤグジン、

各地海透或は岩石上 i乙旬旬して生じ高 3三尺を趨へず。

8. '.f uniperus nana ¥Villd. 9ジリピヤクジン、（Aimaini.)

各地樹林中日生じ旬旬す。

9. '.f unperus co托ifcγtαParl、 J、巴ネズ、（Wittani.)

西海岸海漬砂地に生じ旬旬ず。

Fam. Salicaceae. 楊柳科。

IQ. pψulus suaveoleus Fisch. 1，•ロヤナギ、

各地河川沿岸に多〈生じ北方 R至るに従υτ大樹を産す。



MIYAKE : OK THE lJJSTRIBUTION OF .FOREST TREES IN KARAFUT、0. 99 

I I. Populus tremul，αL. r コヤナギ‘

各地乾燥地に生ず、其数多からずO

12. SαtiχCαpγeαL. 」，~ヅヨヤ十当！ , (Meremani), (Mencmani）・

各地山地代生ずO

I 3. Sali:c opaca Anders. ナガバヤナザ、（Susu.)

河岸随所に生ず、大樹多 L0 

14. 」ia!i:cτ竹ninalisL・ キヌヤナギ、（Susu.)

各地河岸に生ず。

ドam. Juglandaceae. 胡桃科。

1ち. '7ugl，α!lS Sieboldiα11αMaxim.? オユグ JVミ？

十イプチ川沿岸の一部民生ず極め℃少数な b0 

Fam. Betulaceae. 樺木科。

16. Bct11！.ααlbαL・ シラカシバ、（Tatni),(Tachni). 

各地山！ftこ生ず。

17. BctulαEn托a11iCham. エゾダケカン J 、（Shiitat.)

各地山地 lと生ず。

18. Betula llfiddmdorffii Trautv. ct Mey. var. co仰 mmisTrautv. 

ポロ十イカ Y Jヘ（宮部博士新都〉

厨境附近山地 lζ 生ず。

19. Betula na11a L. var. sibirica Ledeb. ヒメカンペ（全上）

北方しツンドフ1上に生ずO

20 Al1tus lzirsuta Turcz. ケヤマ ρ ンキ、（F旧日－ki叫，（Kini).

各地平野、河岸模地に生ず。

2 I Alims ,・iridis DC. var. sibirica Reg. ミヤマ J、ンノキ. (Tetara二kini.)

(Kini.) 

各地に生じ、叉高山に生ず。 ρ ヒマツ帯 R入 bエゾグケカ

ンバ、ミヤマナ、カマド等と j昆生ずO

Fam. Fagaceae. 殻斗科。



100 三宅一樺太森林植物の分布に就きて

22. Quercus mongolica Fisch. カラフトカジ川、（Tunni.)

（宮部博士新稿）

海岸氏多し、東海岸中部．以北に無し、

23. Que;’cus grossesn・rataBI. ミグ十ラ、

前者に同 C:o

Fam. Ulmaceae. 檎科。

24. U!Jnus campest1カ L. アカダモ、（Karani.)

各地平野及び河岸の沃地＇ r.多しO

25. uかzusmontana With. var. laciniata Trautv. 

各地山野に生ずO

オヒヨヲダモ、（Atni.)

(Ahhani.) 

Fam. 班oraceae. 桑科。

26. Morusαlba L・ ク..，，， (Tattuni.) 

海馬島及び西海岸の南方一部に生ず．

Fam. Saxifragaceae. 虎耳草科。

27・司シdrangeapmziculata Sieb. et Zucc. サピタ．ノソノキ、（Kinneni.)

南方各地森林内 lζ 生ずο

Fam. Rosaceae. 蓄積科。

28. P£rus baccata L. var. mandslturica Maxim. カラフトス．ミ、

南方各地代見ゆ特に河口附近及び海岸に生ず。

29. Sorbusjaponica T. Hedlund. ナ、カマ F＇、（ Inaunini.)

各地に生ずO

30. Sorbus sambucifolia Trautv. ミママナ、カマド、

各地山野並 R高山山頂民生ず。

3 I. C ratae gus sanguinぜOPall.? カラフトサンザ、シ、（Unseni.)

（宮部博士新稲） (U山 huni.)

各地山野氏生ずc

32. Prunus Maximowiczii Rupr. ミヤマザクラ、シロザクラ。

各所の山地に多し。
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33. Prunus Pseudo-Cerasus Lindl. ヤマザクラ、（Karimbani.) 

西海岸南部沿海の地にあ bo

34. Prumts Padus L. エゾノク ρ ミグザクラ. (Kikinni.) 

各所河岸の地代生ず。

3行. P，刀nusSsi"ρri Fr. Schm. ジウ 9ザグラ、（Shiuri.)

全，l:o

Fam. Ru旬cae. 芸香科。

36. P!zel!oゐ7lピlronamurensis Rupr. キ ρ ダ、（Shikerebeni.)

西海岸南部及ぴ海馬島に産すO

Fam. Celastrace帥． 衛矛科。

37. E1'0ll)'J1Zl!S a!ata Si亡b.var. striata Mak. コマユミ、

西海岸南部に生ず。

合. E110吋1Jll!S111αcropterαRupr. ヒロ J、ノツ 9.＞，＇＇ 十、（Konkeni.)

随所に生ず。

39・ Evonymus sσc!za!i・ncnsz"sMaxim. ムラサキツ p ，、ナ、（Enumuko此c瓜）

全上O

40. Eτψzymus Hamiltoniana ¥Vall. マユミ. (Kashupuni.) 

全上O

41. Cdastrus articu!ata Thunb. ヅ JVクメ毛 1－＇キ、

南部平野 lこ生ず。

Fam. Aceraceae. 械樹科。

42. Ace’f pictum Maxim. イタヤ、（Nishiteni.)

各地に産すO

43. Acer Ukurwuカ1cmeTrautv. et Mey. オガラノずナ、 (Tobcni.) 

各地山地代多し。

Fam. Araliaceae. 五加科。

斗4. Acmztんopa11a:i:scnticρsus Harms. ニE グクコギ、（Mauni),(Epusakani.) 

西海岸．アェワ j母及び東海岸の中部以南』t生ず。
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45. Acantlzopα7lαχγicitzザolium S,民m J
、 リギ9、 セン ノ キ、 （Aiushini.)

西海岸南部の海岸に生ず。

Fam. Oleaceae. 木犀科。

46. Fγαxz'nus 11zαmlshuricαRupr. ヤチグ毛、 （Opじu), (Itatosu).

西海岸、 アュヲ陣内の河川流域各所lこ生ず。

Fam. Caprifoliaceae. 

47. Sambucus racemosa L. var. pubescens Miq.

各地山野l乙生ず
、

。

忍、各科。

コプノ キ、 （Osokoni.)

48. Viburnum fiu’cαtum BI. ムジカ 司17 , (Habituni.)

南方各地山野に在b 。

因記、 表中和名の右括弧内の文字は樺太アイヌ名なb

Note.-The word in parenthesis is the plant name given by the Saghalin Ainu. 

ー�一一一一ー丹』守手『とベーーーーーーーーーー

。


